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ＳＷＡＮネット通信

SWANネットの情報コンテンツをご利用ください！

Medical Association of Niigata City

SWANネットにログインすると現れるトップ画面ですが、右側の部分には
下記のようなさまざまな情報コンテンツがあります。ぜひ、ご覧ください。
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①「お知らせ」
SWANネットのメンテナンス情報等が記載
されています。

②「フォーラム」
地元や全国のユーザーからSWANネットの
便利な使い方や医療介護関連情報等が投稿
されています。

③「各種資料・リンク」
SWANネット関連の資料や
関連情報のリンク先が管理
されています。
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ログイン画面
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SWANネットのご紹介

活用事例
「SWANネットでわかちあうと在宅医療が楽しい！」

在宅ケアクリニック川岸町 院長 塚田裕子

当院は、中央区川岸町の県立がんセンターのすぐそばにあり、診療範囲は車で片道20分以内、ほぼ在
宅特化型の在宅療養支援診療所で、連携している訪問看護ステーションは常に10ヵ所以上です。在宅患
者の85-90%ががん末期の方で、日～週単位で状態が変化することが多く、関係する多職種間の迅速な
情報共有が重要です。そのために当院にとってSWANネットはなくてはならない存在となっています。
多職種で患者さんの診療情報だけでなく、各々の患者さんへの想いなどもわかちあうことで、訪問時は
自分だけで行っていても心強く、診療へのモチベーションアップにつながっています。自分の投稿に既
読がつくとほッとし、リアクションやコメントをもらうとニヤリとしたり涙ぐんだり日々楽しく仕事が
できています。

SWANネットへ投稿することで、訪問診療時の患者さん・家族の様子、自分の医学的判断、治療方針
を一度に多くの関係者に伝えることができます。そして何よりも他職種の投稿から、医師の前ではみせ
ない患者さん・家族の様子を知ることができ、自分には気づかない視点も学ぶことができます。電話、
メールやFAXでのやり取りと比較して、SWANネットは、1)セキュリティーを保ちつつ効率よく１対多
数に情報提供できる、2)内容を吟味・編集してから発信できる、3)後から検索して見直すことも容易、
4)そしてなんといっても、画像・動画・PDFファイルなどが共有できるところが便利です。
当院では、SWANネットをタブレットと、クラウド型電子カルテと共通のノートパソコンで使ってい

ます。車での移動中に通知メールが届くと、同乗スタッフにタブレットで投稿内容をすぐに確認しても
らいます。また訪問先でも電子カルテに処方箋を入力、端末上でPDFファイルにしてSWANネットで送
信すれば、プリンタ・FAXがなくても調剤薬局へ調剤依頼が迅速にできます。処方根拠などのコメント
をつけて処方箋送信することが可能です（下図）。訪問看護から「臀部から大腿にかけて赤紫色の発疹
があった。」と午後に電話あり、SWANネット上の皮疹の写真を確認、帯状疱疹と判断して同日中に往
診、訪問先から薬局へSWANネットで処方箋を送り、その日のうちに抗ウイルス薬を届けてもらい、治
療を開始することができた事例もありました。
今後もSWANネットを活用して、いろいろな方と協働してより質の高い在宅医療を楽しくめざしてい

きたいと思っています。


